
　　ス　非常停止装置（高発泡）　　　　　　　セ　防護区画（高発泡）

 (2)　本役務履行中に建物等に破損・汚損を生じさせた場合は、速やかに監督官に報
　　告し、請負者の負担において復旧するものとする。

　　ア　水槽等　　　　　　　　　　　　　　　イ　水源バルブ類
　　ウ　電動機の制御装置・起動装置　　　　　エ　加圧送水装置
　　オ　呼水装置　　　　　　　　　　　　　　カ　配管

　　サ　流水検知装置等　　　　　　　　　　　シ　一斉開放弁（電磁弁を含む）

８　担当者：業務隊管理科営繕班　小野　連絡先　017-781-0161(内 6342)

１　役務名称　泡消火設備保守点検

２　役務場所　青森県青森市浪館字近野４５　陸上自衛隊青森駐屯地

　　キ　泡消火薬剤貯蔵槽等　　　　　　　　　ク　泡消火薬剤混合装置等
　　ケ　泡放出口　　　　　　　　　　　　　　コ　泡放射用器具格納箱

　　官庁営繕部監修）及び本仕様書による他、関係法規及び機器メーカーの仕様に基

作成年月日

令和8年7月16日

作成担当

　　　　　　　保守点検について適用する。

４　役務概要　車両整備工場２棟の泡消火設備総合・機器点検を実施する。

 (1)　役務にあたり、建築保全業務共通仕様書（令和５年度版、国土交通省大臣官房

５　一般事項

仕　様　書

件　名

期　限

泡消火設備保守点検

令和8年12月18日

仕様書番号

営-30

３　適用範囲　　本仕様書は、陸上自衛隊青森駐屯地において実施する泡消火設備

６　泡消火設備総合・機器点検項目

青森駐屯地業務隊管理科

　　づき実施するものとする。

（6） 役務写真
（7） 点検結果報告書
（8） その他官側で指示する書類

７　提出書類

　　　提出書類は次により、様式は官側で指示する。提出部数は、各２部とする。
　　保守点検完了と書類の提出をもって本役務の完了とする。

 (1） 役務着工届
（2） 現場代理人届
（3） 工程表

 (3)　請負者は、本設備に異常が発生した場合、官側からの連絡後、２時間以内に現
　　地に到着し、初動対応を開始すること。なお、交通事情その他やむを得ない理由
　　がある場合を除き、これを遵守すること。

（4） 役務日誌
（5） 役務完了届

　　ソ　耐震措置



型　式　等

  水成膜泡
　３％(-１０℃～＋３０℃)
　泡第10～6号

　日本ドライケミカル㈱　PPTK50
　水成膜　3％　500L型

差圧調合槽

９　機種名等

　(1) 171号車両整備工場

　　ア　泡消火設備

機種名

　　イ　点検主要設備及び点検項目

機種名 型　式　等

制御盤

泡消火薬剤貯蔵槽

日本ドライケミカル㈱ １式

減圧開放型 ７個

数量

１面

備　考

バルブ類等

68個

１組

東芝㈱　TIKK

操作部共

１基

流水検知装置

１組

泡消火薬剤混合装置

一斉開放弁

呼水装置

１組

泡ヘッド FHP-60

１式

１基

加圧送水装置 １組

１組

電動機

泡消火機器

手動起動弁 ７個

ポンプ ㈱荏原製作所 100×80 IBJP530 １基

起動装置

水源

感知装置

１組

１式

配    線

7個の内１個　開放点検

泡消火薬剤

備　考



備　考

備　考数量

泡消火機器 ニッタン㈱

型　式　等

　ニッタン㈱　FST-600FS
　水成膜泡　超耐寒3％　600L型

機種名

機種名

泡消火薬剤

　　ア　泡消火設備

型　式　等

　水成膜泡
　３％(-１０℃～＋３０℃)
　泡第10～3号

20個

１組

１式

　(2) 188号車両整備工場

ポンプ

一斉開放弁

流水検知装置

１基

20個の内4個　開放点検減圧開放型

泡ヘッド

加圧送水装置 １組

NFL35 240個

１組

160個

泡消火薬剤混合装置

手動起動弁

水源

１組

泡消火薬剤貯蔵槽 操作部共

富士電機㈱　MRA8183A

20個

起動装置

　　イ　点検主要設備及び点検項目

泡消火剤貯蔵
加圧タンク

電動機 １基

㈱川本製作所 KTY1255A4M30TP １基

配    線 １式

１組

バルブ類等

スプリンクラーヘッド感知装置

制御盤 １面

呼水装置

１組


